
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<景観条例の制定> 

   この条例は、岡山市の良好な景観を形成していくための基本的事項及び景観法の規定

に基づく施策を実行するために必要な事項を定めることにより、多様で豊かな環境をい

かして、美しく風格ある都市づくりを進めることを目的とします。 

<景観条例制定の意義・目的> 

（１）岡山市としての意思表明 

おかやまの原風景を次の時代へと引き継いでいくために、岡山市が目指すべき景

観形成の取り組みを広く市民に周知し、共通の理念、目的、責務等を岡山市の皆が

共有するなかで、岡山市が先導的な役割を果たして行く意思及び決意を、景観条例

の制定によって表明します。 

（２）市・市民・事業者等の取組み 

岡山市の景観形成を進めるうえでは、市・市民・事業者等の幅広い参加と取り組

みが不可欠であり、そのためには景観条例において市・市民・事業者等、各立場の

責務を明らかにし、目指すべき方向性を確認することで、岡山市の皆が一体となっ

て良好な景観形成に努めていきます。 

（３）景観行政の総合的、計画的な指針 

    景観形成方策を総合的、計画的に推進していくために、景観基本計画を景観条例の

中に明確に位置付けるとともに、法に委任された規制誘導、又は岡山市独自の景観形

成方策等を形づけることにより、岡山市の景観行政の全体像を明確に、かつ一覧性あ

るものとしてまとめることができ、景観形成を図っていく各場面の総合的、計画的な

指針として景観条例を活かしていきます。 

（４）景観法との連携 

    景観形成を図っていくための規制誘導方策である景観計画の規制内容に、景観法

が条例に委任した事項について、景観条例で定めることによって、その規制内容にさ

らに実効性をもたせることが可能になるとともに、地域の実情に即した、きめ細やか

な制度運用を行います。 
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総則 

条例制定の意義、目的、基本理念や市、市民、事業者等

の責務を条文に明確に位置づけます。 
 
総合的な景観形成の展開 

総合的かつ計画的に岡山市の景観形成を推進するため

に、景観基本計画を策定するものとします。 
 
景観計画 

法に基づく景観計画に関する規定を条例の中において

も位置づけることにより、景観計画を景観形成施策の柱

に据え、積極的な展開を図ります。 
 
景観計画区域内における行為の制限等 

 法の委任事項を条例で定めることにより、岡山市の実情

に即した規制誘導を行い、良好な景観の保全・形成を図

ります。 
 
公共施設等における景観形成 

 公共施設は、周辺の景観に大きな影響を及ぼすため、景

観デザイン指針を作成することにより、統一性と一貫性

を持ちながら行政が主体となって景観形成を推進しま

す。 
 
景観まちづくり協定 
 地域住民の主体的な景観形成の取組みを促進していく

ために、景観まちづくり協定制度を設けます。 

 

景観形成に関する活動支援等 
 良好な景観形成に対する表彰制度など、市民、事業者等

による景観形成の取組を一層促すために、行政として支

援します。 

 
雑則 

 

総則 

景観計画 

公共施設等における景観形成 

景観形成に関する活動支援等 

景観計画区域内における 

行為の制限等 

総合的な景観形成の展開 

景観まちづくり協定 

岡山市景観条例の制定について 

雑則 


